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発行元　自治労空知地方本部書記局　TEL 0126-22-6519
「もうすぐ車検」という方、いませんか？
全労済の自賠責共済加入のお願い
自賠責保険は、法定価格でどこの保険会社でも料金・補償とも同一です。

　ほとんどの人は車検時に車検を受ける会社（ディーラー）の提携先損保会社へ加入すると思いますが、全労済でも自賠責保険加入促進の取り組みを行っています。

　各単組・総支部は、自主福祉運動の一環として、全労済自賠責共済についての周知を組合員にしていただくとともに、加入促進の取り組みを積極的に行っていただきますようお願いします。

	★書記局の小部屋★
前向きな脳をつくる「他喜力」

　
仕事をしていると大なり小なり悩むことがありますが、とかく労働組合の役員は、運動が成果として見えづらく、課題も複雑化、何より組合員に理解されにくいという、葛藤を抱えることがあります。
「なぜわかってくれないのか」「みんなやる気がないんだったらやらなくていいんじゃないか」などネガティブな思考、かつ責任転嫁をしそうになる時も人なのであります。…が、そんな時こそ私はなるべくポジティブに考え、「ピンチをチャンスに変える」という発想の転換や物事を肯定的に考えることを心がけています。
それと同時に「他人の幸せを考える」ことも大事なことで、「住民のため、家族のために頑張る」といった使命感や周囲への感謝の気持ちは、仕事でも組合運動でも共通しているのではないかと思います。
	ある雑誌に他人を幸せにする、人を喜ばせようとする能力「他喜力」ということが書かれていました。
自分を幸せにするためだけの努力は燃え尽きますが、他人を幸せにするためならいくらでも頑張れる。家族や同僚の喜ぶ顔をイメージすることが肯定的な「できるかも」につながり、人生にツキをもたらす。例えば落ちているゴミを拾うとか些細なことでも「周囲の人を幸せにしたい」と思えば、自己犠牲が負担にならず楽しいと思えるとのことです。
確かに実践してみると結構気持ちがいいものです。
記事は、「一見、人のための行動のようで実は自分のためになる。積極的な自己犠牲が自分を信じる強さとなり、成功へと導く。」とまとめていましたが、これは労働組合の運動にも似ているような気がします。
「思いやり」と「気づき」を持って行動していきたいと改めて思いました。
ともに先へ先へ。前向きにがんばりましょう！
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参議院選挙比例代表は「政党名」ではなく「名前」を記入しましょう！








【お問い合せ先】


全労済岩見沢支所


岩見沢市1条西６丁目９－２


近藤ビル１Ｆ


℡０１２６－２５－３２９２


担当　　堀・谷川　まで





ともに先へ。先へ。


えさき たかし














【加入促進～ちょっとポイント】


雪が解けて車庫に眠っているバイクの調子を確かめる時期ですネ。バッテリーと合わせて自賠責もチェックしてください。


車検のいらないバイクは、自賠責の有効期間がうっかり切れているなんてことも?!


インターネットで保険加入ができる時代ですが、手続きするのは意外と面倒で時間もかかります。


そんな時は全労済岩見沢支所へご連絡ください。すぐに対応します！




















